
社会福祉法人七彩学舎 

役員等報酬規程 

 

第１条 （目的） 

この規程は、社会福祉法人七彩学舎（以下「法人」という。）の役員及び評議員、

評議員選任・解任委員の報酬について定めるものである。 

第２条 （定義） 

本規程でいう役員とは、理事及び監事をいう。 

第 3 条 （理事及び監事の出席報酬） 

法人は、理事及び監事が毎会計年度の決算に関する理事会（以下「決算理事会」と

いう。）に出席したときは、報酬として、手取額が金 1 万円となるよう、所得税等

を源泉徴収した後の金額を支給することができる。この場合の税込支給額は、法令

に基づき法人が算定する。 

２ 前項の報酬は、理事長及び常務理事その他法人または法人が設置する施設にお

いて職員として給与を受けている者には適用しない。 

第 4 条 （評議員の出席報酬） 

法人は、評議員が毎会計年度の決算に関する評議員会（以下「決算評議員会」とい

う。）に出席したときは、報酬として、手取額が金 1 万円となるよう、所得税等を

源泉徴収した後の金額を支給することができる。この場合の税込支給額は、法令に

基づき法人が算定する。 

第 5 条 （評議員選任・解任委員） 

評議員選任・解任委員会に出席した委員に対しては、報酬として、手取額が金 1 万

円となるよう、所得税等を源泉徴収した後の金額を支給することができる。この場

合の税込支給額は、法令に基づき法人が算定する。 

２ 前項の報酬は、法人が設置する施設において職員として給与を受けている者に

は適用しない。 

第 6 条 （源泉徴収） 



前各条に定める報酬の支払に際しては、所得税法及び租税特別措置法等の規定に基

づき源泉徴収を行うものとする。 

２ 支給額（税込）は、税引き後の手取額が各条に定める金額となるよう、源泉徴

収税率に基づき法人が算出するものとする。税率に変更があった場合は、当該税率

に基づいて再計算した額を支給額とする。 

第 7 条 （支給方法） 

現金支給とする。 

第 8 条 （改廃） 

この規程の制定及び改廃は、評議員会の決議による。 

第 9 条 （公表） 

法人は、この規程をもって、社会福祉法に定める役員及び評議員に対する報酬等の

支給の基準として公表する。 

 

附 則 

１．この規程は、令和 8 年 6 月 26 日より施行する。 

（以上） 

制定：令和 8 年 6 月 26 日 評議員会承認 


